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要旨

日本の理工系大学の編入を目指す海外の予備教育機関では，初級日本語から専門教

育への円滑な移行が課題となっている。本稿では初級日本語の教科書（『みんなの日本

語』）と予備教育機関で使用されている物理教科書に出現する日本語表現を使役表現に

焦点をあてて比較した。その結果，以下のことが明らかになった。[1]使役表現は，

初級日本語教科書では単文として導入されるが，物理教科書では92％が複文で現れる

こと，［2］それらは単純な言い切りだけでなく，連体修飾，連用形，て形などの形態

で多く出現していること，［3］初級日本語では，「人対人」の使役文を中心に練習さ

れているが，物理教科書の使役文のすべては「人対もの」になっていること，［4］

『熱力学」と「電流と磁界j等の単元が異なると，使役表現の出現頻度が異なること，

である。これらの結果を初級日本語教育や専門教育に還元することで，より円滑な移

行が可能になると考えられる。

I.はじめに

現在増加傾向にある留学生総数洸'(184,155人）のうち,23,566人(12.8%)が工学系

に属する留学生である。マレーシア，クアラルンプールにあるマラヤ大学予備教育部

日本留学特別コース(AmbangAsuhanJepun)以下「AAJ｣)も，マレーシア，日本，

両政府の協力で毎年R本の大学に国費留学生を送り出している。留学先でのコースは

工学部がほとんどである。留学前には,AAJにおいて2年間口本人の教師や現地の教

師により予備教育が行われる。AAJでは日本語初級終了時から日本人高校教員が日本

語で専門科目（物理，数学，化学）の授業を行っており,AAJに在籍する学生は，初

級終了程度の日本語力で教科の授業を受けなければならない状況にある。そのため，

専門科目移行時にはしばしば専門科目の日本語が理解できず苦労する学習者が出現す

る。特に物理の理解が困難な学習者が多い傾向が見られる。
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そこで本稿では，予備教育の物理の学習に関する文型表現の困難点に着目し，日本

語で物理科目を勉強するときの支援となる教材作成のための基礎データ収穫と指導の

改善策を示唆することを目指す。具体的には現在AAJで自主作成し，使用されている

物理の教科書（以下『AAJ物理｣）と初級の授業で使用されているみんなの日本語初級

(以下『みんなの日本語初級』）の中の使役表現に着目し，どのような点がずれている

かを明らかにする。

Ⅱ．先行研究

前田(2011)は使役表現を単文と複文の出現環境に着目し，実証的に調査を行った。

使用したデータは映画とテレビドラマのシナリオである。前田は抽出された使役表現

を下記のように分類した注3．

①単文末に現れる場合

例：母親は息子に薬を飲ませた。

②引用節に現れる場合

例：母親は息子に薬を飲ませると言った

③接続辞で終わる文末に現れる場合

例：息子に薬を飲ませないと。

④連用的複文先行節に現れる場合（複文I)

例：母親は息子に薬を飲ませたので，安心した。

⑤連体的複文先行節（＝連帯修飾節）に現れる場合（複文II)

例：息子に薬を飲ませた母親は，安心した。

⑥複文後行節（＝主節）に現れる場合（複文Ⅲ）

例：母親は急いで家に帰り，息子に薬を飲ませた。

前田(2011)の調査結果では，シナリオにおいては，単純な形態はほとんど出現せ

ず，他の形式と複合した多様な形態が見られた注4．日本語教材の「みんなの日本語初

級』と比較したところ，『みんなの日本語初級』では圧倒的に単文が多く，使役授受表

現「～させていただく」は導入されているが「いただく」以外の授受表現の例はなかっ

た。形態については，単純な言い切りの「～させます｡」が多く，「～させている」と

いう継続を表す例文は少なく，既習の複文先行節（て形，ば，たら，たり，と，など）

表現を組み合わせた例文についても記述がないと報告している。前田の研究は使役表

現をシナリオと日本語教材とで比較しているが，物理の教科書における使役表現と比
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較した研究は管見の限りない。そこで本研究では物理教科書をコーパス化し，出現傾

向を比較することにする。

Ⅲ、調査方法

調査方法は以下のとおりである。

l)『みんなの日本語初級」l,2(スリーエーネヅトワーク）と『AAJ物理』（マラヤ

大学予備教育部日本留学特別コース）の両方の教科書のテキストファイルを作

成し,KHCoderを利用して分析する

2）使役動詞を強制抽出し,KWICコンコーダンスを使って,それぞれの教科書の使役

動詞を抽出し,語彙,動詞の変形,使役動詞の位置を観察し,グラフ化する

3）それぞれの教科書の使役表現に関する出現傾向を比較・考察する

コーパスサイズの情報は以下のとおりである；

『みんなの日本語初級」2第48課のみ259文

『AAJ物理』7,959文

Ⅳ．調査結果

1.｢AA｣物理』の使役動詞について

表lは『AAJ物理」で3回以上出現した使役動詞の結果を表している。「変化する」

は34回と圧倒的に多く出現し，「移動する」（9回）「接触する」（8回）の順に上位に

出現している。一方,『みんなの日本語初級」l,2に出現するすべての動詞を調べたが，

『AAJ物理」に高頻度に出現した動詞は，「運動する」を除き，全く出現していない

ことがわかった。更に，「連動する」も「運動したあとで，ビールを飲みました(L34)」

など，人の運動に関わる意味で使用されており,｢AAJ物理』で用いられる「物体の運

動」を表す物理的な使用は見られなかった。

表1:｢AA｣物理』で使役動詞として出現した動詞頻度（『みんなの日本語』との比較）

『AAI物理』 『みんなの日本語初級』

変化する 34 0

移動する 9 0

接触する 8 0

入射する 7 0

運動する 7 18(連動会，運動する）
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上昇する 6 0

発生する 6 0

衝突する 5 0

落下する 5 0

回転する 3 0

生じる 3 0

静止する 3 0

2.｢AA｣物理』と『みんなの日本語初級』注5に出現した使役動詞の複文率

次に，前田(2011)の分類を参考に『AAJ物理」に出現する使役表現の複文率を調

べた。抽出した結果，すべての使役表現は「単文」（前田(2011)の分類①と同様）と

｢複文」（前田(2011)の分類卿のいずれかに入るもの）の2つに分けられた。今

回の『AAJ物理』では，引用節に現れる場合の使役動詞と接続辞で終わる文末に現れ

る場合の使役動詞が検出されなかった。

出現割合(％）

複文

92％

単文

8％／

図1:｢AA｣物理』の使役動詞の分類

図lは『AAJ物理」教科書に出現する使役表現を「単文」と「複文」に分類した結

果を示している。AAJで使用されている物理教科書の使役表現は92%が複文に出現し

ており，単文には8％しか出現していないことが確認できた。
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図2:｢AA｣物理』と「みんなの日本語初級』注6の使役動詞文の比較

上記の図2は，『みんなの口本語初級』と『AAJ物理」教科書の複文率を比較したも

のである。図2より,WAAJ物理』と『みんなの日本語初級」では逆の結果になってい

ることが確認できる。『みんなの日本語初級』は7割が単文で複文は3割以下である。そ

れに対して,物理教科書では単文での使用は1割にも満たない。｢みんなの日本語初級」

では，学習者に使役表現を導入することが目的であるため，使役以外の部分は簡単に

理解できるように単文が多く用いられていると考えられる。しかし，初級終了後に始

まる物理教科書の使役表現は複文がほとんどであるため，学習者は日本語教科書と物

理教科書との間に大きな隔たりを感じることが予想される。

3.｢AA｣物理』と『みんなの日本語初級』の使役動詞の出現形式について

次に使役動詞の出現形式について分析した結果を述べる。下記の図3に示すように

『みんなの日本語初級』に出現する使役表現は単純な言い切りの「～（さ）させます」

と「～（さ）せました」が多い。また，丁寧に許可を得る「(さ）せていただけません

か」の形が集中的に練習で利用されていることも見られた。
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図3：『みんなの日本語初級』の使役動詞の出現形式
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図4:｢AA｣物理』の使役動詞の出現形式

一方,IAAJ物理jでは，図4に示されているように使役動詞の出現形式にはより多

くのバリエーションが見られた。複文が多く使用されている中で,「させる／させた｣で

終わる文以外，連体修飾，連用形，て形などの形態も多く出現している。これらの表

現の組み合わせは既習のものではあるが，『みんなのH本語初級』48課で学習する使役

表現の項目ではあまり扱われていない。

電磁誘導と交流

晒流と磁界

電界・コンデンサー

波動

熱力学

円通勤と単振動

エネルギーと運動散

力と運動

物体の連動
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図5:｢AA｣物理』単元ごとの使役表現の使用傾向

さらに,｢AAJ物理』の単元ごとに使役表現の頻出を観察すると，それぞれ異なる傾

向が見られる。図5のように，『熱力学』は他の単元と比べて圧倒的に使役表現が多く

使用されているが，『電流と磁界』では，使役表現があまり使用されていないことがわ

かった。

『AAJ物理』による使役動詞の例文は以下の例l)～5)のような例がある。物理科

目に出現する使役表現の形態はバリエーションは様々なものがあり，初級では触れて
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いない形も多く見られた。以下にいくつかの例を示す。（）はどの単元に出現するか

を示している。

例l)｢(さ）せる。／させた｡」の例

粒子は電界から仕事をされて，運動エネルギーを増加させる。

(電界・コンデンサー）

例2）「(さ）せるN」の例

この力のする仕事は，物体を移動させる経路によらない。

(エネルギーと運動量）

例3）「(さ）せたN」の例

状態A(604K,l.0×lO5Pa)の単原子分子からなる理想気体0.lOmolを，図のよ

うに，断熱的に変化させたところ，状態B(936K,3.0×lO5Pa)となった。

(熱力学）

例4）「(さ）せ,」の例

静止している質量Mの小球Qに質量mの小球Pが速さvOで衝突させ，そ

の後の小球P,Qの速度をvl,v2とする。（エネルギーと運動量）

例5）「(さ）せると」の例

太陽光線をプリズムに入射させると，光の振動数（波長）によって屈折率が

異なるため，いろいろな色の光に分けることができる。（波動）

さらに，例l)では，一つの文の中には，使役動詞だけではなく，「されて」という

受身動詞も使われており，問題を解くのに必要な情報が多く含まれていることが分か

る。また，『みんなの口本語初級」では、「人対人」の使役文を中心に練習されている

が，以上の例l)～例5)のすべては「人対もの」になっていることがわかった。使

役動詞が一番多く出現する「熱力学」の単元を調べたところ，全32件が「人対もの」

の文脈で出現していると確認された。学習者はこれらの情報を利用して，どの物体を

どのようにさせるか，そこにどのぐらいの値が当たるかを想像しながら問題を解かな

ければならない。
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V、まとめ

『みんなのR本語初級」は文型シラバス形式の教科書であり，文型を身につけるた

めに，文型を単純化して示している。しかし，本研究の結果,IAAJ物理』では，学

習者の日本語が初級レベルの段階で始められるにもかかわらず，第1の単元から様々

な使役表現の形が使用されていることがわかった。また，使役文では，複文が圧倒的

に多く，これらはく命令＞，＜指示＞といった「強制」の文脈に入っていると考えら

れる。『みんなの日本語初級』と同様，単純な言い切り「～させます」が多く出現す

るが，初級で習っていない「～させるN･させたN」という連体修飾の形なども多い。

また，初級の授業で，練習であまり扱われていない，「～（さ）せ,」「～（さ）せる

と」「～（さ）せたら」「～（さ）せながら」のような形が物理の教科書では複文で

使用されているので学習者には負担がかかるのではないかと思われる。初級の教科書

は，あえて，複数の文型を組み合わせないようにつくってあるということは納得でき

るが,AAJのような教育プログラムで指導するときには，物理教科書に出現する形式

も考慮する必要があるのではないだろうか。

「日本語文型辞典』には「使役文の基本的な意味は，ある人の命令や指示に従って他

の人間がある行動をすることである」とあるが，本調査より，物理教科書においては，

ある条件を満たすためにある人がある物体に対して様々な行為をし，変化を促すとい

う文脈で使役形が使われている。つまり，「人対人」ではなく，「人対もの」であるこ

とが明らかになった。基本的な意味は異なるように見えるが，「強制」という同じ概念

であると思われる。学習者の負担面から考えると，日本語授業で習ったばかりの使役

文型がまだ十分に定着していない状態で，練習されていない様々な形で物理教科書に

出てくることは，学習の困難を生させることにつながると思われる。

王(2012)は，学習者の理解を深める（使役の）指導をするというのは，学習者が

なぜ使役を使う必要があるのかを意識して個々の用例で考えるようになる活動を設計

する，あるいは教師が導入に用いる例に，使役を使う必然性と表現効果が学習者に理

解されやすい「文脈」が選ばれているかどうかを考えなければならないと主張した。

また，学習者が使役を使って何を表現できるのか，なぜそこに使役を使う必要がある

のかに関する理解が深まるような練習課題になっているかどうかを意識するというこ

とも必要不可欠であると述べた。

以上の結果より，初級レベルで物理の授業をll本語で行わなければならない状況に

ある学習者の場合，円滑に物理の授業を受けるには，物理教科書での使役の使用傾向

を配慮することは必要なのではないかと思われる。早い段階から，様々な出現パター
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ンを紹介し，学習者に慣れさせることで，物理教科学習へのモチベーションにつなが

ることもあると思われる。

Ⅵ．今後の課題

本稿では，海外での予備教育の初級日本語と専門科目に関する文型表現に着目し，

初級日本語で専門科目を勉強するときの支援となる教材作成のための基礎データと指

導の改善策を示唆することを目指している。今回の調査では，使役に焦点を当てて，

両科目で使用されている使役の傾向を観察し，比較した。今後，使役表現以外の文型

にも，その共通点，または相違点を探ることで，予備教育へのより良い示唆になるか

と考えられる。

【注】

l金沢大学

2日本学生支援機構「平成26年度外国人留学生在籍状況調査結果」より

3前田(2011)より引用

4命令形（させろ)，意向形（させよう・させましょう)，依頼形（させて,）否定の依頼形（させないで・

させないでくれ)，禁止形（させるな）のような活用形の他，「てほしい・てはいけない・のだ・ほうが

いい・ようにする）などの文末表現とも共起している

5『みんなの日本語初級」に出現する使役表現の結果は前田(2011)を参照したものとなる

6『みんなの日本語初級」の使役動詞文の結果は前田(2011)より引用
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AcomparativestudybetweenBeginner'sJapanese

textbookandPhysicstextbOOkuSedinpreparatOry
educationoncausativeexpression

MaisarahBintiKamalandMakikoMatsuda

Abstract

Asmoothshifts廿ombeginner'sJapaneseclasstotechnicalJapaneseeducationisa

challengefOroverseaspreparatoryeducationorganization.Thispapercomparesandfbcuses

ontheusageofcausativeexpressionswhichappearsinthebeginner'slevelJapanese

textbook,"Minnanonihongo''andphysicstextbookusedinpreparatoryeducation.The

results,[1]ThecausativeexpressionisintroducedinsimplesentenceinBeginner'sJapanese

textbook,but92%ofthecausativeexpressioninthePhysicstextbookappearsincomplex

sentences,[2]Theyappearnotonlyinsimplefinishedsentencebutinattributivemodifier

fbnn,predicativefbnn,てfOrmandothers,[3]Inbeginner'sJapanesetextbook,causative

expressionsaremainly@personvs.person'butallthecausativesentencesinthePhysics

textbookwereidentifiedas@personvs.thing',[4]DifferentchaptersinthePhysicstextbook

suchas"ThermodynamicJ,"ElectricCurrentandMagneticField"showsdifferent

frequencyintheusageofcausativeexpression.Asmoothershiftinpreparatoryeducationis

possiblebyconsideringtheseresultsintobeginner'sJapaneseclassandtechnicalJapanese

education.
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